
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

井原市立美星中学校 
令和７年度 

ふるさとに誇りをもち（R６～） 

校 訓 

教育目標 

 

○ 自他を思いやる生徒 
○ 自ら学び考える生徒 
○ 心身を鍛える生徒 

指導の重点 

  

 「誰もが自分らしくいきいきと活動できる学校」

をめざす。特に、コミュニケーション力の向上、自

己有用感の向上、体力の向上に重点を置き、地域と

連携しながら工夫した教育活動を推進する。 

 

 

(1)学びに向かう意欲の向上と確かな学力の育成 

 〇PBL を取り入れた主体的・対話的で深い学び 

 〇授業と家庭学習との効果的な連携 

 〇一人 1 台端末の有効活用（意見の交流・学習の

個別最適化） 

(2)豊かな人間性の育成と自己有用感の向上 

〇交流と発信を重視した活動 

〇UD 視点による環境調整と個別支援 

〇チームによる不登校支援と自立応援室の有効活用 

〇地域に積極的に参画し貢献する生徒会活動 

(3)進んで体力づくりに取り組む生徒の育成と、安

全・安心な学校生活の確立  

 〇体力づくりを推進するカリキュラムマネジメント 

 〇安全指導の徹底と危機管理体制の一層の充実 

教 育 方 針 

〒 714-1415  岡山県井原市美星町星田１ 

TEL 0866-87-2004   FAX 0866-87-2027 

https://www.edu.city.ibara.okayama.jp/site/biseichu/  

気 魄 

 学区は井原市北東部、標高 400ｍ前後の高原

地帯。「光害防止条例」の制定や「美星天文台」

「スペースガードセンター」などの施設を有し、

「星の郷」づくりが進められ、令和 3 年には「星

空保護区」の認定を受けた。本校の教育活動は、

ひとづくりネットワークをはじめ、地域や保護者

など多くの温かい支援に支えられている。 

求める生徒像 

○ 地域に貢献する生徒(R6～) 

心豊かに たくましく生きる 生徒の育成 

ひとづくりネットワーク めざす子ども像 

美 星 を 誇 れ る 子 
指導の重点 


